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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 用途 

汚泥界面レベル計 CUC 101 の役目は、 沈砂池や濃縮槽内で汚泥水混合物の汚泥界面を判定する こ と です。 変
換器は、 防爆区域での使用には適し ていません。 センサが防爆区域での使用に適するのは、 Ex ( 防爆区域 ) セ
ンサ と し て明示的に表示されている場合に限 り ます。 

1.2 一般安全注意事項

本装置は、 最新技術に従って設計さ れ、 該当する 規定およ び EN 規格に準拠し ていま す (" 技術データ " 参照 )。
本装置は EN 61010-1 に準拠し た構造になっており 、 安全面に関し て完璧な状態で工場から 出荷さ れていま す。
し かし 、 不適切に使用、 ま たは用途以外に使用し た場合は、 本装置が危険をも たら す可能性があり ま す ( 例え
ば、 不適切な接続などによ り )。

測定システムの安全注意事項

• 安全と技術上の理由から、 本測定システムを、 本取扱説明書に記載されている目的以外には使用し ないで
く ださ い。

• 本取扱説明書の警告および注記に厳密に従 う よ う にし て く ださい。

• 技術担当者は、 本取扱説明書の指示について完全に理解し、 それに従 う 必要があ り ます。 本取扱説明書の
指示に従わずに取扱 う と、 人体損傷および物的損害が生じ ます。

• 本測定システムの設置、 電気的接続、 起動、 操作、 および保守は、 プラ ン ト 管理者から許可を受けた技術
担当者に限って行 う こ と ができ ます。

• 本装置を接続する前に、 電源が型式銘板の指定定格に従っている こ と を確認し て く ださい。

• 主断路器は、 用途を明示し、 本装置の近 く に設置する必要があ り ます。

• 本装置は 2 A の ヒ ューズで保護し て く ださい。

• 本装置の メ イ ン ス イ ッチをオフにし て も、 加熱モジュールはまだ作動し ています。 し たがって、 電力源を
遮断し てから、 本装置の保守作業を行って く ださい。

• 安全のため、 リ ミ ッ ト ス イ ッチ と ゼロ点決めス イ ッチは、 必ず本装置の電源をオフにし てから設定し て く
ださ い ( 人体損傷の危険 )。

• ハウジングの側面にあ る通気口から、 電圧のかかった部品に接触する こ と ができ ます。 こ のス リ ッ ト に、
工具や電線などを挿入し ないで く ださ い。

• 本システムをオンにする前にも う 一度、 すべての接続が正し く 行われている こ と をチェ ッ ク し て く ださ い。

• 損傷を受けた装置を動作させないで く ださい。 こ う いった装置は危険を も た らす恐れがあ り ます。 欠陥品
であ る と い う 表示を付けて く ださ い。

• 測定点の故障は、 訓練を受け、 許可された者だけが修理する こ と ができ ます。

• 故障を修復でき ない場合は、 本装置の運転を中止し、 間違って起動させないよ う にする必要があ り ます。
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• センサケーブルの積載荷重は、 センサ と保護格子の合計重量に耐える よ う に設計されています。

• 測定窓にひどい引っかき傷がついた り 、 汚れる と、 センサの測定性能が損なわれる可能性があ り ます。

• 本センサは、 エン ド レ スハウザー社の担当者のみが開ける こ と ができ ます。 それ以外の人が開けた場合は
保証条件が無効にな り ます。

• 本取扱説明書に記載されていない修理は、 メ ーカーまたは弊社サービ ス組織だけが行 う こ と ができ ます。

1.3 EMC 適合性

本装置は、 電磁的ノ イ ズの影響を最小限にする よ う に製造されてお り 欧州規格に適合し ます。 上記に明記さ
れた EMC に対する保護は、 本取扱説明書の指示に従って接続された装置に限って有効です。 

1.4 適合宣言 

本装置は、 該当する ヨーロ ッパ規格および指令に準拠し て、 開発 / 製造されています。 

1.5 安全シンボル 

危険 ! 

こ のシンボルは、 これを無視する と、 使用者が重傷を負い、 本装置が損傷を受ける恐れのあ る危険を知らせ
ます。

警告！ 

こ のシンボルは、 不正な操作で生じ る恐れのあ る障害を知らせます。 これを無視する と、 本装置が損傷を受
ける恐れがあ り ます。

注意： 

こ のシンボルは、 重要な情報項目を示し ます。
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2 装置の説明 

2.1 梱包内容 

梱包箱と その中身が損傷を受けていないか点検し ます。 損傷を受けていた場合は、 郵送 / 貨物便 / 宅配便業
者に通知し て く ださい。 問題が明らかになる までは、 損傷を受けた商品はその状態のま まにし ておいて く だ
さい。

納入物が全部揃っているか、 納品書どお り の数量か、 型式銘板に記載の装置タ イプ / バージ ョ ンであ るかを
点検し ます。

納入品には、 以下の部品が含まれています ：

• CUC 101 測定システム

• ト ラ ッ キングユニ ッ ト 取付用の六角レ ンチ

• 近接ス イ ッチ調整用 L 型六角レンチ

• エルボーキ ャ ッ プ 1 セ ッ ト

• 壁取付キ ッ ト  1 セ ッ ト  

• センサ保護キ ャ ッ プ 

• 取扱説明書 BA 214C

本装置を今後保管または輸送する場合のために、 オ リ ジナルの梱包箱は取っておいて く ださい。

ご不明な点があ る場合は、 担当の供給業者またはエン ド レ ス＋ハウザーセールスセン ターにお問い合わせ く
ださい ( 本書の裏面参照 )。

2.2 注文コー ド 
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2.3 型式と機能の説明

CUC 101 測定システムは、 以下の メ イ ンシステム構成部品を備えています ： 

• 変換器 

• センサ 

• ステ ッ ピングモータ制御 

• ト ラ ッ キングユニ ッ ト  ( モータ、 ケーブル ド ラ ム、 信号変換器 )。

本装置は、 16 ビ ッ ト マイ ク ロ コ ン ト ローラで制御され、 以下の機能を行います ： 

• 測定値の記録と処理

• センサ位置 ( 深さ ) の制御 と汚泥濃度の検出

• 英数字液晶デ ィ スプレ イでの メ ニュー案内

• ユーザーパラ メ ータの保存と管理

• システム と センサの監視

すべてのユーザーパラ メ ータ ( 測定レ ンジ、 リ ミ ッ ト 、 洗浄間隔、 出力信号設定など ) は、 メ ニュー選択方式
になってお り 、 不揮発性 メ モ リ に保存されます。

1 電線管接続口

2 端子室

3 電子回路ボ ッ ク ス

4 操作キー

5 ス リ ッ プ リ ング

6 巻き上げ ド ラ ム

7 ケーブルガイ ド

8 濁度センサ ( センサウ ェ イ ト および
保護キ ャ ッ プ付き )

9 ステ ッ ピングモータ制御

10 ステ ッ ピングモータ

11 歯車式回転部

12 サーモス タ ッ ト 付き ヒ ータ

1

2

3

4

5

6

7

8

 9

10

11

12
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2.4 正面図 操作パネルの配置説明 

メ ニュー選択方式の操作には、 6 個のボタ ンが必要です。 このボタ ンによ って、 サブ メ ニュー全体にわたって
縦横に移動する こ と ができ ます。

測定プロセス中は、 液晶デ ィ スプレ イ と、 遠 く から も判読可能な LED デ ィ スプレ イに、 数値測定値が表示さ
れます。

操作キーに組み込まれている LED は、 システム状態と出力状態を示し ます。

1 = LED デ ィ スプレ イ 

2 = 液晶デ ィ スプレ イ 

3 = 操作キー 

4 = メ イ ン ス イ ッ チ 

各操作キーにあ る LED:

LED 1 (M) = リ ミ ッ ト  1 を超過し ている

LED 2 (CE) = リ ミ ッ ト  2 を超過し ている

LED 3 ( ) = 測定レ ンジを上回っている

LED 4 ( ) = 測定レ ンジを下回っている

LED 5 (E) = エラー メ ッ セージが発生中

LED 6 (K) = 校正フ ァ ク ターを選択中

1

2
4

3
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3 設置

3.1 寸法 

3.1.1 変換器 

3.1.2 センサ

Pg 11

Pg 16

Pg 16

Pg 16
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3.2 装置の配置
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4 電気的接続 

4.1 ピン割当て
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4.2 ハー ド ウ ェ ア配線の回路図
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4.3 入 / 出力の回路図 
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4.3.1 制御入力 (24 V) 

安全高さ ： 安全高さ まで移動 (+24 V でア ク テ ィ ブ ) 
プロ フ ァ イル ： プロ フ ァ イル動作の実行 (+24 V でア ク テ ィ ブ )

" 安全高さ " 入力がア ク テ ィ ブにな ら ない限 り 、 本装置は測定モード になっています。 この入力に 24 V （パル
ス ≥ 200 ms) が加わる と、 センサは安全高さ まで移動し、 安全期間設定の間そ こに滞留し ます。 次に、 センサ
は前の位置まで戻 り 、 自動的に測定を開始し ます。 非ア ク テ ィ ブから ア ク テ ィ ブまでの入力信号の移行は、
センサ移動時間と センサ速度と ス ク レーパ速度に基づ く 微分時間と一致する必要があ り ます。

注意：

• Ua (+24 V、 端子 45) は、 " 安全高さ " ( 端子 33) 入力の制御に使用する こ と ができ ます。
これには、 端子 46 (0 V) と端子 29 (0 V) の間を接続する必要があ り ます ! 

スクレーパの通過

T1 ス ク レーパ通過後の制御遅延 ： 1 ～ 10 秒
T2 下方へのセンサ動作時間 = 池の深さ ： 10cm/ 秒 ≈ 80 秒
T3 上方へのセンサ動作時間 ≈ 80 秒
T4 安全時間、 最小応答時間 + ス ク レーパ ト ラ ッ キング時間
T5 微分時間 = T3 + T4 ( 速い移動速度でも、 こ の時間を確保する必要があ り ます ) 

 

t

T2 T2

T3 T4

T1T5T1
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4.3.2 機能

下記の機能は、 自動測定モード時に、 制御信号または内蔵タ イマによ って ト リ ガ されます。

プロファイル動作

トリガ： " プロファイル " 入力端子からの、24V パルス （≥200ms）

センサが、 水面 ( 校正し た変位最高点 ) から池の底部 ( 校正し た変位最低点 ) までの濃度プロ フ ァ イルを 1 回
取得し ます ：

- 最高点まで高速移動し ます
- 液晶デ ィ スプレ イ を使用し て、 5 倍の制御速度でプロ フ ァ イルを表示し ます ：

深さは電流出力 1、 濃度は電流出力 2 ( オプシ ョ ン ) 　

注意： 

• Ua (+24 V、 端子 45) を、 " プロ フ ァ イル " ( 端子 32) 入力の制御に使用する こ と ができ ます。 
これには、 端子 46 (0 V) と端子 29 (0 V) の間を接続する必要があ り ます。 ! 

• プロ フ ァ イル動作の速度は、 信号フ ィ ルタ時間設定によ って決ま り ます。
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同期動作

トリガ： " 安全高さ "( 端子 33) 入力からの、24V パルス ( ≥200ms) 

センサは、 現在の測定位置から高速で安全高さ まで移動し (PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 ) メ ニュー
参照 )、 安全期間の間そ こ に滞留し (" 安全高さ " 信号がまだ保留中の場合は、 それがキ ャ ンセルされる まで )、
元の測定位置までやは り 高速で戻 り ます。 その間は、 測定は中断され、 電流信号 ( 深さ、 濃度 ) は動かな く な
り ます。

注意： 

• Ua (+24 V、 端子 45) を、 " 安全高さ " ( 端子 33) 入力の制御に使用する こ と ができ ます。 
これには、 端子 46 (0 V) と端子 29 (0 V) の間を接続する必要があ り ます。 ! 

Zero set ( ゼロ点 )

トリガ：タイマー (" 自動ゼロ調整 " パラメータ ) 

設定された時間毎にゼロ点決め動作を行います。 こ の時センサが基準点に一時的に接近し、 必要に応じ て
センサ位置を調整し ます。 その間は、 測定は中断され、 電流信号 ( 深さ、 濃度 ) は動かな く な り ます。
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4.3.3 信号出力 ( スイ ッ チ接点 ) 

• " 警報 A" ： 警報 A の リ ミ ッ ト を超過し た場合に切 り 替わ り ます。

• " 警報 B" ： 警報 B の リ ミ ッ ト を超過し た場合に切 り 替わ り ます。 

• " ホール ド " ： 測定が中断された時切 り 替わ り ます。

• " エラー " ： 診断機能 メ ニューでエラー メ ッ セージを確認でき ます。

• " 洗浄 " ： センサ洗浄用接点です。

下記の表には、 切換接点の状態が示されています ：

A ： ノーマルオープン接点がコ ンフ ィ グレーシ ョ ン されている場合 
R ： ノ ーマルク ローズ接点がコ ンフ ィ グレーシ ョ ン されている場合 

条件が合致し ている時は、 以下の状態にな り ます ： - 警報 A ： センサ位置 > リ ミ ッ ト  1 
- 警報 B ： センサ位置 > リ ミ ッ ト  2 
- エラー ： 診断警報が発生
- 洗浄 ： 洗浄プロセスが作動
- ホール ド ： 測定が不動

4.3.4 アナログ出力 (I-1 ； I-2) 

電流出力のコ ンフ ィ グレーシ ョ ン ( セ ク シ ョ ン 6.9 の CONFIGURATION （コ ンフ ィ グレーシ ョ ン） を参照 ) 

注意： 

• 最大負荷 500Ω

 

条件が合致し ている時 条件が合致し ていない時 主電源オフ

警報 A A ： 10-12
R ： 10-11

A ： 10-11 
R ： 10-12

10-11

警報 B A ： 19-21 
R ： 19-20

A ： 19-20 
R ： 19-21

19-20

エラー A ： 25-27 
R ： 25-26

A ： 25-26 
R ： 25-27

25-26

ホール ド A ： 16-18 
R ： 16-17

A ： 16-17 
R ： 16-18

16-17

洗浄 A ： 22-24 
R ： 22-23 

A ： 22-23
R ： 22-24

22-23

電流出力 I-1 
( 端子 47 - 49) ： 

0 または 4 mA = ゼロ点の深さ
20 mA = 終了点の深さ

電流出力 I-2 
( 端子 50 - 52) ： 

0 または 4 mA = 測定レンジの最低濃度
20 mA = 測定レ ンジの最大濃度
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5 起動

危険 ! 

• ヒ ーターは、 主電源電圧がオンになる と オン し ます ( 操作不要 )。 温度制御は、 主電源ス イ ッチをオンにし
た後にはじめて作動し ます。

• 本装置を接続する前に型式銘板の指定定格に従っている こ と を確認し て く ださい。 

• 主断路器は、 用途を明示し、 本装置の近 く に設置する必要があ り ます。 

• 本装置は 2 A の ヒ ューズで保護し て く ださい。 

• 本システムをオンにする前にも う 一度、 すべての接続が正し く 行われている こ と をチェ ッ ク し て く ださ い。 

• 必ず、 センサコネ ク タ を接続し、 し っか り ねじ止めし てから、 変換器をオンにし て く ださい。 必ず変換器
をオフにし てから、 センサコネ ク タ を脱着し て く ださい。

• ケーブル ド ラ ムは手で回さ ないで く ださい。

5.1 センサの取り付け

1. ケーブル ド ラ ム と センサから、 輸送のための

固定具を取 り 外し ます。

2. センサをハウ ジングの内部から取 り 外し ます。

3. ト ラ ッ キングユニ ッ ト のコネ ク タ を緩めます。

4. 付属の六角レ ンチを使用し て、 ト ラ ッ キング

ユニ ッ ト のねじ を緩めます。

5. ト ラ ッ キングユニ ッ ト を持ち上げて取 り 外し

ます。

6. ハウジングベースのセンサブ ッ シングのカバー

を取 り 外し ます。

7. センサブ ッ シングから通し てセンサを挿入し ま

す。 ス ロ ッ ト から通し てケーブルを挿入し ます。

8. センサブ ッ シングをカバーで閉じ ます。

9. ト ラ ッ キングユニ ッ ト を も う 一度取 り 付けます。

10. 六角レ ンチを使用し てねじ を締めます。

11. コネ ク タ を も う 一度接続し ます。

12. 主電源コネ ク タ を差し込みます。

12

4., 10.

3., 11.

5., 9.

2., 7.

6., 8.
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5.2 システムコ ン フ ィ グレーシ ョ ン

電源オン後、 平衡状態になったプロ グ ラ ミ ング済み変換器は、 自動的に測定サイ クルを開始し ます。
追加の作業は必要あ り ません。 事前にプロ グ ラ ミ ング されていない変換器には、 起動のために以下の手順が
必要です ： 

1. 電源オンの間、 MEASUREMENT ( 測定 ) メ ニューが表示される まで 'M' キーと '⇓' キーを押し たま まに
し ます。

2. MANUAL ( 手動操作 ) メ ニューが表示される まで '⇑' キーを押し ます。
3. 'E' キーを押し て確定し ます。
4. ス イ ッチ接点で上端位置と下端位置を設定し ます。
5. 装置をオフにし ます。
6. 装置をオンにし ます。 ゼロ点決め動作が自動的に実行されます。
7. 以下の メ ニュー選択肢を連続し て行います ： 
• CONFIGURATION ( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ) 

• コード 91 を入力する

• デフ ォル ト セ ッ ト ア ッ プを yes にする (3 秒間滞留 ) 

• CALIBRATION DEPTH ( 校正深さ )

• PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 )

• CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 )、 ユーザー汚泥プロ フ ァ イルを生成し た場合のみ

• SOLIDS INPUT ( 濃度入力 )、 CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 ) を実行し た場合のみ。

警告！ 

'M' と '⇓' キーの組み合わせは、 最初の起動の場合に限って使用し ます。 後の段階でこのキーの組み合わせを
使用する場合は、 本装置のコ ンフ ィ グレーシ ョ ンを変更し た後に必ず、 ゼロ点決め動作を実行し て く ださ い。

注意： 

• CALIBRATION ( 校正 ) 中に表示がゆっ く り 変化する場合は、PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 ) メ ニュー
で、 信号フ ィ ルタ時間を短 く 設定する よ う お勧めし ます ( 例えば 2 秒 )。

• CONFIGURATION ( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ) では、 センサのデフ ォル ト パラ メ ータ を含む工場校正を ロード
する こ と ができ ます ( デフ ォル ト セ ッ ト ア ッ プ用、 付録参照 )。

• CALIBRATION DEPTH ( 校正深さ ) メ ニューを実行し て、 現場条件を合わせます。

• CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 ) は、 プロ フ ァ イル動作などの一定の場合にのみ必要です。 ふつ う はデフ ォ
ル ト セ ッ ト ア ッ プで十分です。
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5.3 切換接点のコ ン フ ィ グレーシ ョ ン 

下記に、 い く つかの可能なシステム コ ンフ ィ グレーシ ョ ンの例を示し ます。

注意： 

接点のコ ンフ ィ グレーシ ョ ンでは、 以下の基本ルールにご留意 く ださい ： 

• センサ経路の校正ゼロ点と終了点は、 近接ス イ ッチ 1 および 2 で指定し た リ ミ ッ ト 位置の範囲内に配置し
ます。

• 近接ス イ ッチ 3 で定義し た基準点 ( ゼロ点決めス イ ッチ ) ( システム リ セ ッ ト 時またはゼロ点決め動作のため
の標準経路 ) は、 近接ス イ ッチ 1 から 2 の間で自由にスケー リ ングする こ と ができ ます ( 機械的に可能な
場合 )。

• ゼロ点決め動作後は、 基準点を再び調整し ないで く ださい ! 

• 安全高さは、正または負の経路域に、すなわち校正された経路のゼロ点 "0 cm" の上にも下にも設定する こ と
ができ ます。
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5.4 近接スイ ッ チの調整 

3 つの近接ス イ ッチが、 ケーブル ド ラ ムの下の 2 本のレールに配置されています。 これには、 以下の機能が割
り 当て られています ： 

警告！ 

• 本装置をオフにし てから、 近接ス イ ッチを設定し て く ださい ( 人体損傷の危険 )! 

• ゼロ点決めス イ ッチは、 上端と下端の近接ス イ ッチの間に固定する必要があ り ます ! 

• 深さ校正後、 ゼロ点決めス イ ッチを リ セ ッ ト し ないで く ださい。 リ セ ッ ト を行 う と、 内部基準点が正し く
な く な り ます。 デ ィ スプレ イで読取値が正し く て も、 センサが、 全 く 異なる位置にあ る場合があ り ます。
そ う な る と センサは損傷し ます ( 例えば、 レーキ機構を備えた池 )

• ゼロ点決め動作ご と に、 センサが基準点に一時的に接近し ます。

1 下レール左側の近接ス イ ッ チ ： センサ

行程の上端です。 ト ラ ッ キングユニ ッ

ト が駆動モータ を停止させます。 手動

モード、 測定モード、 校正時に応答し

ます。

2 下レール右側の近接ス イ ッ チ ： センサ

行程の下端です。 ト ラ ッ キングユニ ッ

ト が駆動モータ を停止させます。 手動

モード、 測定モード、 校正時に応答し

ます。 

3 下レール中央の近接ス イ ッ チ ： ゼロ点

決め動作の基準点と し て使用されま

す。 基準点の位置は必ず必要です。
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6 操作 

6.1 キー割当て 

電源オン後には必ず、 センサ位置を定義する ためにゼロ点決め動作が行われます。 次に、 本装置は自動的に
測定状態にな り ます。

'M' キーを押し たま ま本装置をオンにする と、 ゼロ点決め動作が行われ、 そのま ま MEASUREMENT ( 測定 ) 
メ ニューにな り ますが、 測定運転は開始し ません。

'M' と '⇓' キーの組み合わせを押し たま ま本装置をオンにする と、 ゼロ点決め動作を行わずに、 直接 
CONFIGURATION ( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ) メ ニューに移動し ます ( セ ッ ト ア ッ プ用 )。

矢印キー '⇑' と '⇓' を押すと、 メ イ ン メ ニューを縦移動し ます ；
'E' キーを押し て メ ニュー選択肢を選択し ます。

'⇓' メ イ ン メ ニューを前に移動する キー
'⇑' メ イ ン メ ニューを後ろに移動する キー 
'E' メ イ ン メ ニュー選択肢またはサブ メ ニュー選択肢を選択する キー
'M' メ イ ン メ ニュー (MEASUREMENT ( 測定 )) を開始するためのキー
'K' 校正フ ァ ク ターを選択する キー

'E' キー と 'CE' キーを押す と、 選択し たサブ メ ニューの前後に水平移動し ます。

'E' サブ メ ニュー内を前に移動し ます
'CE' サブ メ ニュー内を後ろに移動し ます

'⇑' キーと '⇓' キーを押し たま まにする と、 サブ メ ニューの数値を増減し ます。
'E' キーを押し て確定し ます。

'⇓' 数値を増やし ます
'⇑' 数値を減ら し ます
'E' 値を確定し ます

サブ メ ニューにア ク セスする ためのコードナンバー ： 数字 '91' を入力し ます

6.2 メ イ ン メ ニュー 

メ イ ン メ ニューには、 一連の操作が含まれています ( 大文字 ) ： 

MEASUREMENT ( 測定 )
|

PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 )
|

CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 )
|

CALIBRATION DEPTH ( 校正深さ ) 
|

SOLIDS INPUT ( 濃度入力 )
|

FREQUENCY ( 周波数 )
|

CONFIGURATION ( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ) 
|

LANGUAGE ( 表示言語 )
|

DIAGNOSITC ( 診断機能 )
|

MANUAL ( 手動操作 )
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メニュー構造

MEASUREMENT ( 測定 ) Meas. value depth ( 深さ )

Measured value solids content ( 濃度 )

Analog output depth ( アナロ グ出力 深さ )

Analog output solids content ( アナロ グ出力 濃度 )

Frequency probe signal ( センサ信号 )

[m]、 [ft]

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

[mA]

[mA]

[Hz]

PARAMETER ENTRY 

( パラ メ ータ入力 )

Conc. setpoint at x.x (x.x での界面濃度 )

Alarm A setpoint ( 警報 A セ ッ ト ポイ ン ト )

Alarm B setpoint ( 警報 B セ ッ ト ポイ ン ト )

Signal filter ( 信号のフ ィ ルタ )

Pause ( ポーズ )

Manual override ( 手動操作無視 )

Safety height ( 安全高さ )

Safety period ( 安全時間 )

Meas. interval ( 測定間隔 )

Meas. period ( 測定時間 )

Cleaning ( 洗浄 )

Cleaning interval ( 洗浄間隔 )

Cleaning period ( 洗浄時間 )

Auto height zero ( 自動ゼロ調整 )

Washing interval ( 自動自己洗浄間隔 )

(x.x での界面濃度 )[g/l]、 [%]、 [ppm]、

[mg/l]

[m]、 [ft]

[m]、 [ft]

[ 秒 ]

[ 秒 ]

yes/no

[m]

[ 秒 ]

[ 分 ]

[ 分 ]

schedule/sync

( スケジ ュール / 同期 )

[ 分 ] ("schedule ( スケジ ュール )" の

場合のみ )

[ 秒 ]

[ 時間 ]

[ 時間 ]

CALIBRATION SOLIDS 

( 校正液 )

Code number ( コード ナンバー )

Number of points ( 校正液の点数 )

Value meas. point 1...n ( 校正液の周波数 )

91

n

[Hz]

CALIBRATION DEPTH

( 校正深さ )

Code number ( コード ナンバー )

Meas. direction ( 測定方向 )

Zero set ( ゼロ点 )

Max. range set ( スパン )

91

from ground/from surface 

( 底から / 表面から )

[m] 

[m]

SOLIDS INPUT ( 濃度入力 ) Code number ( コード ナンバー ) 

Value meas. point 1...n ( 濃度 )

91

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

FREQUENCY ( 周波数 ) Code number ( コード ナンバー ) 

Value frequency 1...n ( 周波数 )

91

[Hz] 

CONFIGURATION

( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン )

Code number ( コード ナンバー ) 

Default setup ( 初期値設定 )

Type of sensor ( センサタ イプ )

Unit of measure ( 測定単位 )

Depth/height unit ( 深さ / 高さの単位 )

Calibration factor ( 校正フ ァ ク ター )

Measurement ( 測定 ) 

Analog output ( アナロ グ出力 )

Alarm A ( 警報 A)

Alarm B ( 警報 B)

Diagnostic alarm ( 診断警報 )

91

yes/no ( はい / いいえ )

SAM、 SAV、 SAH、 SWN、 SRH、 SSN 

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l] 

[m]、 [ft] 

[%] 

continuous/periodic ( 連続 / 周期 )

0/4 ... 20 mA (0 ... 20 g/l) 

NC/NO 

NC/NO 

NC/NO

LANGUAGE ( 表示言語 ) German ( ド イ ツ語 )

English ( 英語 )

French ( フ ラ ン ス語 )

Italian ( イ タ リ ア語 )

Spanish ( スペイ ン語 ) 

( ご希望によ り 他の言語にも対応可 )

DIAGNOSTIC ( 診断機能 ) Error display ( エラー表示 )

MANUAL ( 手動操作 ) Depth ( 深さ )

Solids content ( 濃度 )

[m]、 [ft]

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]
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6.3 MEASUREMENT ( 測定 ) メ ニュー 

機能： 

こ の メ ニューでは、 センサ信号 ( 濃度 / 周波数 (Hz)) を表示し ます。 この信号によ って、 センサの垂直位置
( 深さ ) が判明し、 アナロ グ出力が設定されます。

操作： 

'E' キーを押し て、 以下の表示を切 り 換えます ：

- 実際の測定値

- 深さ または濃度に対応する アナロ グ出力信号 ( 電流 )

- センサ周波数 ( 調整されていない濃度信号 ) 

'E' キー 測定値、 アナロ グ出力、 周波数の表示を切 り 換えます
'M' キー メ イ ン メ ニューに戻 り ます

位置制御によ って、 測定プロセスの開始時と測定モード時に、 以下のセンサ動作が行われます ： 

a) センサが、 測定開始時に深さ測定レンジ ( 経路のゼロ点と終了点の間 ) の外にあ る場合は、 測定プロセス開
始前に、 センサを高速で経路中央まで移動し ます。

b) "Auto height zero ( 自動ゼロ調整 )" で設定された期間後、 センサ位置を調整するために、 センサは一時的に
ゼロ点決めス イ ッチまで移動し ます。 この期間中、 表示やアナロ グ出力信号は動かな く な り ます。

c) 池のス ク レーパを回避する ために、 安全信号 (" 安全高さ " 入力 ) でセンサを ト リ ガ し て、 特定の期間の間、
事前定義し た位置まで移動し ます (PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 ) ： 安全時間と安全高さ )。 表示 と
アナロ グ出力は動かな く な り ます。

注意： 

• 深さ を校正し た後は、 ゼロ点決めス イ ッチを再調整し ないで く ださい。 こ のス イ ッチは、 モータ ステ ッ プ
をカ ウ ン ト するための基準点と し て機能し ます。

• Ua (+24 V、 端子 45) を、 " 安全高さ " ( 端子 33) 入力の制御に使用する こ と ができ ます。 
これには、 端子 46 (0 V) と端子 29 (0 V) の間を接続する必要があ り ます ! 

 

MEASUREMENT ( 測定 ) 
|

測定値の表示
• 深さ ( 底 / 床からの高さ ) [m]、 [ft] 

• 濃度 [g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l] 
|

アナロ グ出力の表示
• センサ位置 ( 深さ ) [mA] 

• 濃度 [mA] 
|

サービ ス表示
• 深さ ( 底 / 床からの高さ ) [m]、 [ft] 

• センサ信号の周波数 [Hz] 
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6.4 PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 ) メ ニュー 

機能： 

- Conc. setpoint ( 界面濃度 )

必要な濃度設定値を決定し ます。 この設定値をセンサが探索し ます。

- Alarm setpoint A/B ( 警報セットポイント A/B) の設定： 

警報 リ レーのセンサ位置 ( 深さ ) し きい値です。 切換え ヒ ステレシスは、 リ ミ ッ ト から ± 2% です。

- Signal filter ( 信号フィルタ ) の設定： 

この信号フ ィ ルタでは、 測定値の移動平均を取る時間 ( 秒 ) 設定し ます。 センサ信号は、 0.5 秒ご と に測定
されます。 信号フ ィ ルタ値設定は、 測定 と センサ校正に適用されます。 信号フ ィ ルタ設定は、 センサの移
動速度に影響を与えます。

センサ移動速度

PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 ) 
|

Conc. setpoint at x.x (x.x での界面濃度 )
|

Alarm A setpoint ( 警報 A セ ッ ト ポイ ン ト ) 
|

Alarm B setpoint ( 警報 B セ ッ ト ポイ ン ト )
|

Signal filter ( 信号フ ィ ルタ )
|

Pause ( ポーズ ) 
|

Manual override ( 手動操作無視 )
|

Safety height ( 安全高さ )
|

Safety period ( 安全時間 ) 
|

Meas. interval ( 測定間隔 ) 
|

Meas. period ( 測定時間 ) 
|

Cleaning ( 洗浄 )
|

Cleaning interval ( 洗浄間隔 )
|

Cleaning period ( 洗浄時間 )
|

Auto height zero ( 自動ゼロ調整 )
|

Washing interval ( 自動自己洗浄間隔 ) 

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

[m]、 [ft] 

[m]、 [ft] 

[ 秒 ] 

[ 秒 ] 

yes/no ( はい / いいえ )

[m]

[ 秒 ] 

[ 分 ]

[ 分 ]

schedule/sync. with scraper ( スケジュール / ス ク レーパと同期 )

[ 分 ](Cleaning ( 洗浄 ) が "schedule ( スケジュール )" の場合のみ )

[ 秒 ]

[ 時間 ]

[ 時間 ]

Signal filter ( 信号のフ ィ ルタ ) [ 秒 ] 測定動作 [cm/s] プロ フ ァ イル動作 [cm/s] 

1 2 10

2 1 5

5 0.33 2

10 0.17 1

20 0.17 0.57

30 0.09 0.33
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- ポーズ時間の設定：

ポーズ時間の設定は、 30 ～ 360 秒です。 濃度セ ッ ト ポイ ン ト 値を検出する と、 センサは 6cm 上昇し、 ポー
ズ時間の間そ こに滞留し ます。 それから、 新規に探索が開始されます。

- Manual override ( 手動操作無視 ) の設定： 

yes ( はい ) を選択 ： "Safety height ( 安全高さ )" 入力が制御されている と きは、 センサは、 すべての動作
モード ( 自動および手動 ) で安全高さ設定まで移動し ます。

no ( いいえ ) を選択 ： "Safety height ( 安全高さ )" 入力が制御されている と きは、 センサは、 自動モード に
限って安全高さ設定まで移動し ます。 

- Safety height ( 安全高さ ) と Safety period ( 安全時間 ) の設定： 

位置 ( 安全高さ ) を定義し ます。 すなわち、 センサが、 短い時間の間池から離れるために、 ス ク レーパ動作
期間 ( 安全時間 ) の間に滞在する位置を定義し ます。 この期間中、 測定 と アナロ グ出力は動かな く な り ま
す。

- Meas. interval ( 測定間隔 ) と Meas. period ( 測定時間 ) の設定： 

CONFIGURATION ( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ) で periodic ( 周期 ) を選択し た場合は、 こ こ で、 Meas. interval
( 測定間隔 ) [ 分 ] と  Meas. period ( 測定時間 ) [ 分 ] を定義し ます。

- 洗浄の、schedule ( スケジュール ) か sync. with scraper( スクレーパと同期 ) かの選択：

センサが安全高さ まで移動し た時に、 そ こ で、 外から水で洗浄する こ と ができ ます。 ( 別途センサすすぎ装
置必要 )
洗浄プロセス中、 測定は中断し、 値が動かな く な り ます。

同期洗浄 ： センサ洗浄は常に、 ゼロ点決め動作と同期し て ト リ ガ されます。

スケジュール洗浄 ： "schedule ( ス ケジュール ) " を選択し た場合、 センサは、 選択し た洗浄間隔が満了に
なった と きに周期的 ( スケジュール ) に追加洗浄されます。

- Cleaning interval ( 洗浄間隔 ) の設定： 

"Schedule ( スケジュール )" 洗浄を選択し た場合の、 2 回のセンサ洗浄プロセスの間の期間です。

- Cleaning period ( 洗浄時間 ) の設定： 

センサ洗浄プロセスで使用する時間です [ 秒 ]。

- Auto height zero ( 自動ゼロ調整 ) の設定： 

センサ開始位置が何時間後に自動的にゼロ ( ゼロ点決めス イ ッチの位置 ) に リ セ ッ ト されるかを示し ます。
0 時間を入力する と、 ゼロ点決め動作は行われません。

- Washing interval ( 自動自己洗浄間隔 ) の設定： 

センサは池内部の汚泥界面よ り 上層の浄水帯に移動し、 そ こ で上昇下降し て自動自己洗浄し ます。 センサ
が、 校正深さの経路上端まで、 浮上汚泥の場合などで中断される こ と な く 移動する と、 自動自己洗浄動作
が開始し ます。
自動自己洗浄動作同士の間は、 時間間隔 0 ～ 4 時間に設定されます。 この時間間隔が満了する と、 センサ
は、 校正深さの経路上端から 120 cm 下に移動し ます。 次に、 以下の動作が行われます ：
校正された深さの経路上端から 120 cm 下の と こ ろで、 80cm 上昇 - 10cm 上昇 - 10cm 下降 - 10cm 上昇 - 
10cm 上昇 - 40cm 上昇し ます。
そ こ から、 汚泥界面の探索が再開されます。
自動自己洗浄間隔を 0 に設定する と、 自動自己洗浄動作は行われません。

操作： 

サブ メ ニューを移動し、 数値を選択し ます。 セ ク シ ョ ン 6.1 の " キー割当て " を参照し て く ださい。 
'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 
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6.5 CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 ) メ ニュー 

機能： 

校正中は、 既知濃度を もつ比較媒体のセンサ信号 ( 測定点 1 ～ n) が検出され、 順不同で保存されます。 本測
定システムは、 工場出荷前に、 実験値で校正されていますがその初期設定以外で運用される場合は、 用途固
有の校正が必要です。

校正中は、 '⇓' キーと '⇑' キーを押し て、 手動でセンサを上下に移動させる こ と ができ ます。

注意： 

• 測定点ご と に表示される周波数を 'E' キーを押し て確定せず、 メ ニュー選択肢を 'M' キーを押し て確定する
と、 新しい周波数値が採用されます。 'E' キーを押し て確定する と、 新しい周波数が保存され、 前の周波数
は削除されます。

• 一般に、 校正中は、 信号フ ィ ルタ を 2 秒に設定する よ う お勧めし ます。

操作： 

- コードナンバ ( デフォルト = 91) の入力： 

2 桁の数字です。 異な る コード ナンバを入力する と、 サブ メ ニューが終了し、 MEASUREMENT ( 測定 ) メ
ニューに戻 り ます。

- Number of points ( 校正液の点数 ) の選択： 

センサ周波数濃度の校正に使用する値の組数です ( 最小 2、 最大 8)。

- Value meas. point 1...n ( 校正液の周波数 )： 

測定点の数 と、 現在測定されているセンサ信号が表示されます。
'E' キーを押し て、 測定値 ( センサ信号 ) を確認し ます。
'CE' キーを押し て、 1 つの測定点に戻 り ます。
'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 

 

CALIBRATION ( 校正 ) 

|

Code number ( コード ナンバー ) 

|

Number of points ( 校正液の点数 ) 

|

Value meas. point 1...n ( 校正液の周波数 )

[91] 

[n] 

[Hz]
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例： 

MEASUREMENT ( 測定 ) メ ニュー選択肢

1 番目のバケツ ( 水が入っている ) にセンサを配置し、 かき混ぜます。
浄水では測定周波数が約 4000 Hz で表示されます。

2 番目のバケツ ( 平均的な濃度の汚泥が入っている ) にセンサを配置し、 かき混ぜます。
測定周波数は約 3000 Hz で表示されます。

3 番目のバケツ ( 高い濃度の汚泥が入っている ) にセンサを配置し、 かき混ぜます。
測定周波数は約 2000 Hz で表示されます。 

CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 ) 
が表示される まで ⇓ を押し て、

次に 'E' キーを
押し ます。

⇑　 91 を入力し てから、
⇓　 'E' キーを押し ます。

⇑　 例えば、 測定点 3 を入力
⇓　 し てから (2 ～ 8) 、 'E' キー
　 を押し ます。

はゼロ点に相当し ます ； 表示が
安定し た ら、 'E' キーを押し て値
を確認し ます。

は、 表示が安定し た ら、 'E' キー
を押し て保存し ます。

は、 表示が安定し た ら、 'E' キー
を押し て保存し ます。
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6.6 CALIBRATION DEPTH ( 校正深さ ) メ ニュー 

機能： 

CALIBRATION DEPTH ( 校正深さ ) メ ニューでは、 測定方向 ( 上向き または下向き ) と、 ゼロ点 と終了点で制
限される経路測定レ ンジを定義し ます。

操作： 

- コードナンバ ( デフォルト = 91) の入力： 

2 桁の数字です。 異なる コード ナンバを入力する と、 サブ メ ニューが終了し、 MEASUREMENT ( 測定 ) メ
ニューに戻 り ます。 

- Meas. direction ( 測定方向 ) の選択： 

From surface ( 表面から )：経路ゼロ点は池表面近 く に配置され、 それよ り 下 ( 池底の方向 ) に経路終了点が
あ り ます。 測定値が大き く なる と、 センサの位置が低 く な り ます。
From ground ( 底から )：経路ゼロ点は池底近 く に配置され、 それよ り 上 ( 池表面の方向 ) に経路終了点があ
り ます。 測定値が大き く なる と、 センサの位置が上昇し ます。 

- Zero set ( ゼロ点 ) (= 0/4mA)： 

センサをゼロ点位置まで移動させます。 すなわち、 センサを、 必要な経路ゼロ点に達する まで ⇓ キー と 
⇑ キーを押し て移動させます。 次に、 'E' キーを押し て確定し ます。 

- Max. range set ( スパン ) (= 20mA)： 

センサを測定レ ンジの終了点まで移動させます。 すなわち、 センサを、 必要な経路終了点に達する まで 
⇓ キー と ⇑ キーを押し て移動させます ( センサの位置は メ ー ト ル単位で表示されます )。 次に、 'E' キーを押
し て確定し ます。 
これで、 高さ / 深さ測定レ ンジ ( センサ移動経路 ) が定義されます。

注意： 

• 深さ を校正し た後は、 ゼロ点決めス イ ッチを再調整しないで く ださい ! これは、 モータ ステ ッ プをカ ウ ン ト
するための基準点と し て機能し ます。 

• 深さ を校正する と、 電流出力 1 も影響を受けます。 この機能は、 例えば制御室などから電流信号を監視す
る よ う に設計されています。

 

CALIBRATION DEPTH ( 校正深さ ) 

|

Code number ( コード ナンバー ) 

|

Meas. direction ( 測定方向 ) 

|

Zero set ( ゼロ点 )

|

Max. range set ( スパン )

[91] 

from ground/from surface
( 底から / 表面から )

[m]
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6.7 SOLIDS INPUT ( 濃度入力 ) メ ニュー 

* 実験室で決定し た測定値を入力し、 'E' キーを押し て確定し ます。 

機能： 

- コードナンバ ( デフォルト = 91) の入力： 

2 桁の数字です。 異なる コード ナンバを入力する と、 サブ メ ニューが
終了し、 MEASUREMENT ( 測定 ) メ ニューに戻 り ます。 

- Value meas. point 1...n ( 濃度 ) 

SOLIDS INPUT ( 濃度入力 ) メ ニューは、 測定点 1 ～ n ( すなわち "CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 )" で保存
し た周波数 ) に対応する、 既知または実験室で後で決定し た濃度値を入力 / 保存する ためのものです。

操作： 

サブ メ ニューを移動し、 数値を選択し ます。 セ ク シ ョ ン 6.1 の " キー割当て " を参照し て く ださい。
'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。
小数第 3 位を設定し ます ： ⇓ キーまたは ⇑ キーを押し た後、 'E' キーも押し ます !

例： 

SOLIDS INPUT ( 濃度入力 ) 

|

Code number ( コード ナンバー ) 

|

Value meas. point 1...n ( 濃度 ) 

[91] 

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]* 

MEASUREMENT ( 測定 ) メ ニュー 

SOLIDS INPUT ( 濃度入力 ) が表示
される まで ⇓ を押し て

から、 'E' キーを押し ます。

⇑ 91 を入力し てから、 'E'
⇓ キーを押し ます。

⇑ ゼロ点 0.00 を入力し、 'E'
⇓ を押し て 0.00g/l ( 浄水 と

等価 ) を確定し ます。

⇑ 実験値 ( 例えば 3.5g/l) を
⇓ 入力し、 'E' キーを押し て

確定し ます。

⇑ 実験値 ( 例えば 6.3g/l) を
⇓ 入力し、'E' キーを押し て確

定し ます。

'M' キーを押し ます。
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6.8 FREQUENCY ( 周波数 ) メ ニュー 

機能： 

- コードナンバ ( デフォルト = 91) の入力： 

2 桁の数字です。 異なる コード ナンバを入力する と、 サブ メ ニューが
終了し、 MEASUREMENT ( 測定 ) メ ニューに戻 り ます。 

- Value frequency 1...n ( 周波数 ) 

周波数 [Hz] を入力し て、 測定点 1 ～ n を検出するセンサ信号を設定する こ と ができ ます。 それを手動で編
集する こ と ができ ます。

操作： 

サブ メ ニューを移動し、 数値を選択し ます。 セ ク シ ョ ン 6.1 の " キー割当て " を参照し て く ださい。 
'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 

6.9 CONFIGURATION ( コ ン フ ィ グレーシ ョ ン ) メ ニュー 

FREQUENCY ( 周波数 ) 

|

Code number ( コード ナンバー ) 

|

Value frequency 1...n ( 周波数 )

[91] 

[Hz] 

CONFIGURATION 
( コ ンフ ィ グレーシ ョ ン ) 

|

Code number ( コード ナンバー ) 

|

Default setup ( 初期値設定 )

|

Type of sensor ( センサタ イプ ) 
|
|

Unit of measure ( 測定単位 )

|

Depth/height unit ( 深さ / 高さの単位 ) 

|

Calibration factor ( 校正フ ァ ク ター )

|

Measurement ( 測定 ) 

|

Analog output ( アナロ グ出力 )

|

Alarm A ( 警報 A)

|

Alarm B ( 警報 B)

|

Diagnostic alarm ( 診断警報 )

[91] 

SAM、 SAV、 SAH、 SWM、
SWN、 SRH、 SSN 

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

[m]、 [ft]

[%]

continuous/periodic ( 連続 / 周期 )

0-20 mA / 4-20 mA

NC/NO 

NC/NO

NC/NO
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機能： 

- コードナンバ ( デフォルト = 91) の入力： 

2 桁の数字です。 異なる コード ナンバを入力する と、 サブ メ ニューが終了し、 MEASUREMENT ( 測定 ) メ
ニューに戻 り ます。 

- Default setup ( 初期値設定 )： 

2 つの矢印キーを同時に押すと、 デフ ォル ト パラ メ ータがロード されます ( 付録参照 )。

注意 ： 

• デフ ォル ト 値がロード される と、 前の メ モ リ 値が上書き されます ! 

• 測定物固有の校正を行 う 必要があ る場合は、 'E' キーを押し、 第 5 章の " 起動 " の説明のよ う に続けます。

- Type of sensor ( センサタイプ )： 

CUC 101 測定システムには、 標準の SAM センサが取 り 付け られています。 特殊バージ ョ ンが納入された場
合は、 センサタ イプに従ってデフ ォル ト 設定を変更し て く ださい。

- Unit of measure ( 測定単位 )： 

濃度測定の単位です。 使用可能な単位には、 [g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l] があ り ます。

- Depth/height unit ( 深さ / 高さの単位 )： 

汚泥界面の深さ を示し ます。 [m] と  [ft] から選択する こ と ができ ます。

- Calibration factor ( 校正ファクター )： 

測定物のばらつき を低減させる場合の、 校正曲線の線形適応係数です。 入力の上下限は ± 25% です。

- Measurement ( 測定 )： 

continuous ( 連続 ) ： 測定動作に中断があ り ません。 汚泥界面を連続し て探索し ます。 periodic ( 周期 ) ：
PARAMETER ENTRY ( パラ メ ータ入力 ) で、 "Meas. interval ( 測定間隔 )" (5 ～ 60 分 ) と "Meas. period ( 測定
時間 )" (1 ～ 15 分 ) を設定し ます。 各測定動作の前に必ず、 洗浄動作を開始し ます。 次に、 "Meas. period 
( 測定時間 )" で設定し た時間の間、 汚泥界面の探索を開始し ます。

- Analog output ( アナログ出力 )： 

定義し た深さ測定レ ンジを、 電流レンジ 0 ～ 20mA または 4 ～ 20mA に線形マ ッ ピングするかど う かを選択
する こ と ができ ます。測定レンジの開始は常に 0mA または 4mA (0g/l) に相当し、測定レ ンジの終了は 20mA 
(20g/l) に相当し ます。 信号出力 1 は汚泥レベルの深さ に相当し、 信号出力 2 は濃度に相当し ます。

- Alarm A( 警報 A)、Alarm B ( 警報 B)、Diagnostic alarm ( 診断警報 ) ： 

リ レー動作を ノーマルク ローズにするか、 ノーマルオープンにするか設定し ます。

操作： 

サブ メ ニュー移動方法と数値選択方法については、 セ ク シ ョ ン 6.1 の " キー割当て " を参照し て く ださい。
'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。

mg/l
8.0

4.0

2.0

1.0

   8000      4000      2000     1000
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6.10 LANGUAGE ( 表示言語 ) メ ニュー 

操作： 

'' キーおよび '' キーを押し て言語を変更し、
'E' キーを押し て言語を確定し、
'M' キーを押し て メ イ ン メ ニューに戻 り ます。

6.11 DIAGNOSTIC ( 診断機能 ) メ ニュー 

操作： 

'E' キーおよび 'CE' キーを押し て、 連続し てエラー メ ッ セージを復旧し ます。 最後の メ ッ セージの後、
'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 

最低 30 秒＋信号フ ィ ルタ時間× 2 倍の間途切れな く エラー原因が存在し た場合に限って、 " エラー " 信号出
力をセ ッ ト されます。

測定に障害があ る場合は、 必ずも う 一度最初の起動ステ ッ プを行って く ださい。

 

LANGUAGE ( 表示言語 )

|

German ( ド イ ツ語 )- English ( 英語 )- French ( フ ラ ン ス語 )- 
Italian ( イ タ リ ア語 )-Spanish ( スペイ ン語 ) 

DIAGNOSITC ( 診断機能 )

|

Error display ( エラー表示 )

エラー表示 原因 対策

No sensor signal 
( センサ信号がこ ない )

変換器が、センサからの周波数信号を受信し
ていない ( 断線のためなど )。 こ のエラーで
は、 " エラー " 出力には関係な く 、 周波数表
示が 0Hz になる。

電気的接続をチェ ッ クする。
エン ド レ スハウザー社サービ ス
に問い合わせる

Sensor soiled
( センサの汚れ )

変換器は、センサから周波数信号を受信し て
いないが、ステータ ス メ ッ セージを受け取っ
ている。( センサ窓の汚れなど )。 このエラー
では、 " エラー " 出力に関係な く 、 周波数表
示が 505Hz になる。

センサを清掃する

エン ド レ スハウザー社サービ ス
に問い合わせる

Error * /
Check calibration 
( エラー * / 校正をチェ ッ ク )

CALIBRATION SOLIDS ( 校正液 ) メ ニューで
同じ周波数の測定点を入力する と、エラーが
発生する。

周波数入力を修正する。
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6.12 MANUAL ( 手動操作 ) メ ニュー 

機能： 

手動モード では、 センサ位置 (ｍ) と、 その位置で測定し た濃度が表示されます。 ⇓ キーと ⇑ キーを押し て、
センサを上下に、 または経路のゼロ点 / 終了点の外に動かし ます。

手動モード では、 電流出力をセ ッ ト し ないで く ださい ! 

操作： 

'M' キーを押し て、 メ イ ン メ ニューに戻 り ます。 

 

MANUAL ( 手動操作 )

|

深さ

濃度

[m]、 [ft] 

[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]
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7 保守 

危険 ! 

本装置の電源をオフ し て も、 加熱モジュールはまだ作動し ています。 し たがって、 電力源を遮断し てから、
本装置の保守作業を行って く ださい。 

注意 ： 

• 本装置を適切に機能させるには、 必ず本取扱説明書に従 う 必要があ り ます ! 

• 測定に障害があ る場合は、 必ずも う 一度最初の起動ステ ッ プを行って く ださい。 

• すべてのパラ メ ータ設定は、 不揮発性 メ モ リ に保存されます。 バッ テ リ の寿命は約 5 年です。

• 端子ボ ッ ク スには、 変換器用の ヒ ューズがすべて含まれています ( セ ク シ ョ ン 4.2 のピン割当て参照 )。

• 測定窓にひどい引っかき傷がついた り 、 汚れる と、 センサの測定性能が損なわれる可能性があ り ます。 

• 用途によ っては、 洗浄サイ クルを拡張する こ と ができ ます ( 経験値 )。

• 本センサは、 エン ド レ スハウザー社の担当者のみが開ける こ と ができ ます。 それ以外の人が開けた場合は
保証条件が無効にな り ます。 

• 本取扱説明書に記載されていない修理は、 メ ーカーまたは弊社サービ ス組織だけが行 う こ と ができ ます。 
エン ド レ スハウザー社の担当販売セン タの住所については、 本書の裏面を参照し て く ださい。

7.1 保守計画

CUC 101 測定システムは、 センサの完全な動作状態の保持を確保する ために、 以下のサービ ス作業を行 う よ
う にし て く ださい ： 

週 1 回： 
センサを洗浄する

噴霧水を使用し て、 残留物を取 り 除き ます。
硬 く て尖った もので測定窓を掃除し ないで く ださい。

年 1 回：
全般的な機能試験

センサ校正をチェ ッ ク し ます。
バッ テ リ の使用年数をチェ ッ ク し ます ( バッ テ リ の寿命は約 5 年 )
ケーブル端子を締め付け、 硬質シー ト をチェ ッ ク し ます。
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7.2 センサの交換 

センサを交換する必要があ る場合は、 以下の指示に従って く ださい ： 

1. 必ず電力源を遮断し た状態で、 センサを交換し て く ださい ( 加熱機能オフ )! 

2. "MANUAL ( 手動操作 )" モード でセンサを、 ド ラ ムのケーブルが 1½ 巻きになる まで送 り 出し て く ださい。
( 必要に応じ て、 下端の近接ス イ ッチを取 り 外し ます。 最初に、 その位置に印をつけて く ださい !) 

3. ド ラ ム左側の取付窓に取付プレー ト が現れる まで、 "MANUAL ( 手動操作 )" モード でゆっ く り センサを続け
て送 り 出し ます。

4. 主電源ス イ ッチをオフにし、 電子回路と ト ラ ッ キングユニ ッ ト の間のコネ ク タ を抜き ます。

5. コネ ク タ を緩め、 ト ラ ッ キングユニ ッ ト を取 り 付ける 4 本の止めねじ を緩めます ( 完全に取 り 外す必要はあ
り ません )。

6. ト ラ ッ キングユニ ッ ト を持ち上げて取 り 出し、 取付プレー ト のねじ を緩め、 センサケーブルを抜き ます。

7. これで、 ケーブルを、 ド ラ ム、 ガイ ド ブロ ッ ク、 ハウジングベースから引き抜 く こ と ができ ます。
ケーブルを ド ラ ムに通し易 く するために、 パイ ロ ッ ト ワ イヤを使用する こ と も でき ます。

8. 逆の順序に操作し てセンサを取 り 付けます。 ケーブルの配線経路を適切にに と り 、 重な り 合わないよ う に
し て く ださい。

7.3 スペアパーツ 

CUC 101 測定システムでは、 以下のスペアパーツを注文する こ と ができ ます ： 

• 制御盤前扉 
注文コード ： 51503608 

• 加熱モジュール 
注文コード ： 51503606 

• 変換器 
注文コード ： 51503605 

• 保護キ ャ ッ プ 
注文コード ： 51503783 

• センサ ( ケーブル 13 m 付き ) 
注文コード ： 51503601 

• ト ラ ッ キングユニ ッ ト  
注文コード ： 51503604 

• 防爆センサ ( ケーブル 13 m 付き ) 
注文コード ： 51503845 

• 防爆センサ用端子ハウジング 
注文コード ： 51503846 
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8 アクセサリ 
CUC 101 測定システムでは、 以下のア ク セサ リ を別個に注文する こ と ができ ます ： 

• 日よけカバー付き レールブラ ケ ッ ト ＋設置キ ッ ト
注文コード ： 51503584

• ケーブル洗浄ブラ シ
注文コード ： 51503585

• センサすすぎ装置、 ステンレ ス スチール VA、 DN 200、 ソ レ ノ イ ド弁含む
注文コード ： 51503586

• センサすすぎ装置、 プラ スチ ッ ク材 PP、 DN 300、 ソ レ ノ イ ド弁含む
注文コード ：  51503587
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9 技術データ 
CUC 101 測定システム 

 一般データ

変換器 

機械データ

材質

入力 

出力 

メ ーカー エン ド レ ス＋ハウザー社
装置名 汚泥界面レベル計 CUC 101

変換器の寸法 (L × W × D) 647 × 436 × 250 mm 
センサ と ト ラ ッ キングユニ ッ ト の総重量 約 30 kg
デ ィ スプレ イ LED デ ィ スプレ イ (14 mm、 現在の測定値用 )、

2 行の液晶デ ィ スプレ イ (5 mm、 パラ メ ータ入力用 )

ハウジング ポ リ エステル
電子回路 と ト ラ ッ キングユニ ッ ト のコネ ク タ

のぞき窓 ポ リ カーボネー ト
侵入保護鉄 IP 54

信号入力 1 測定入力 
測定値 濁度測定、 高度測定
測定原理、 濁度測定 マルチビームパルス光法
測定光 赤外線光 (880 nm)
測定レ ンジ 0 ～ 12 g/l ； 0.01 ～ 1%
精度 測定値の ± 1% 
再現性 0.5%
水位測定 ステ ッ ピングモータ制御
測定レ ンジ 0 ～ 11 m、 プロ グ ラ ミ ング自在な測定レ ンジ
信号入力 2 (DC 24 V) 同期、 例えば、 ス ク レーパ通過のためのセンサの上昇など
信号入力 3 (DC 24 V) プロ フ ァ イル動作

信号出力 1 0/4 ～ 20 mA、 汚泥界面レベル測定 ( 高さ ) 用
信号出力 2 0/4 ～ 20 mA、 濃度測定 ( 濃度 0 ～ 20 g/l) 用 
負荷 最大 500 オーム
ス イ ッチング出力 2 × リ ミ ッ ト 接点、 自在にコ ンフ ィ グレーシ ョ ン可能

1 × リ レー接点、 センサ洗浄用
1 × リ レー接点、 エラー信号用

ス イ ッチング電源 2 A (AC 115/230 V 時 )、 1 A (DC 30 V)



技術データ CUC 101

40 エン ド レスハウザー ジ ャパン

電気的接続 

加熱

周囲条件 

トラッキングユニット 

構成部品 

センサ 

機械データ 

材質 

水位測定 

動作条件

変更になる場合があ り ます

電源 AC 230/115 V、 50/60 Hz +6 ～ -10%
消費電力 最大 105 VA ( 電子回路 + 加熱 ) 

加熱電源 自動調温制御付き、 55 VA

周囲温度 -20 ～ +60 ℃

ケーブル ド ラ ム (w × ∅) 210 × ∅ 160 mm
ケーブル長 13 m
駆動装置 ステ ッ ピングモータ ( ウ ォーム歯車および歯付ベル ト 付き )
ステ ッ プレー ト 200 ステ ッ プ / 回転
信号伝送 貴金属製ス リ ッ プ リ ング
ト ラ ッ キング速度 最大 10 cm/s 

寸法 (l × ∅) 260 × ∅ 38 mm 

センサ ステンレ ス スチール SS 316Ti およびポ リ オキシ メ チレン
センサケーブル ポ リ ウ レ タ ン製シース
センサウ ェ イ ト ステンレ ス スチール SS 316Ti およびポ リ ア ミ ド 6.6 GFRP
保護キ ャ ッ プ ステンレ ス スチール SS 316Ti

最大センサス ト ローク 11.4m
センサの移動速度 10 cm/s ( 手動モード )

温度 最大 50 ℃ 
圧力 最大 6 bar
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10 付録 

10.1 CUC 101 設定フ ォーム 

メインメニュー パラメータ 単位 / 選択 設定

シリアル番号

ソフトウェアバージョン

MEASUREMENT ( 測定 ) Meas. value depth ( 深さ ) [m]、 [ft]

Measured value solids content ( 濃度 ) [g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

Analog output depth ( アナロ グ出力 深さ ) [mA]

Analog output solids content

( アナロ グ出力 濃度 )
[mA]

Frequency probe signal ( センサ信号 ) [Hz]

PARAMETER ENTRY
( パラメータ入力 )

Conc. setpoint ( 界面濃度 )
[g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

Alarm A setpoint ( 警報 A セ ッ ト ポ イ ン ト ) [m]、 [ft]

Alarm B setpoint ( 警報 B セ ッ ト ポ イ ン ト ) [m]、 [ft]

Signal filter ( 信号フ ィ ルタ ) [ 秒 ]

Pause ( ポーズ ) [ 秒 ]

Manual override ( 手動操作無視 ) yes/no ( はい / いいえ )

Safety height ( 安全高さ ) [m]

Safety period ( 安全時間 ) [ 秒 ]

Meas. interval ( 測定間隔 ) [ 分 ]

Meas. period ( 測定時間 ) [ 分 ]

Cleaning ( 洗浄 )
schedule/sync 

( スケジ ュール / 同期 )

Cleaning interval ( 洗浄間隔 ) 

[ 分 ]

(schedule ( スケジュール )n の

場合のみ ) 

Cleaning period ( 洗浄時間 ) [ 秒 ]

Auto height zero ( 自動ゼロ調整 ) [ 時間 ]

Washing interval ( 自動自己洗浄間隔 ) [ 時間 ]

CALIBRATION SOLIDS 
( 校正液 )

Number of points ( 校正液の点数 ) n

Value meas. point 1...n ( 校正液の周波数 ) [Hz]

CALIBRATION DEPTH 
( 校正深さ )

Meas. direction ( 測定方向 )
from ground/from surface 

( 底から / 表面から )

Zero set ( ゼロ点 ) [m]

Max. range set ( スパン ) [m]

SOLIDS INPUT 
( 濃度入力 )

Value meas. point 1...n ( 濃度 ) [g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

FREQUENCY ( 周波数 ) Frequency 1...n ( 周波数 ) [Hz]

CONFIGURATION
( コンフィグレーション )

Default setup ( 初期値設定 ) yes/no ( はい / いいえ )

Type of sensor ( センサタ イプ ) SAM、 SAV、 SAH、 SRH

Unit of measure ( 測定単位 ) [g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]

Depth/height unit ( 深さ / 高さの単位 ) [m]、 [ft]

Calibration factor ( 校正フ ァ ク ター ) [%] 

Measurement ( 測定 )
continuous/periodic 

( 連続 / 周期 )

Analog output ( アナロ グ出力 ) 0/4 ～ 20 mA

Alarm A ( 警報 A) NC/NO

Alarm B ( 警報 B) NC/NO

Diagnostic alarm ( 診断警報 ) NC/NO

LANGUAGE ( 表示言語 ) Language ( 言語 ) G/E/F/I/S

DIAGNOSTIC ( 診断機能 ) エラー表示

MANUAL ( 手動操作 ) 深さ [m]、 [ft]

濃度 [g/l]、 [%]、 [ppm]、 [mg/l]
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10.2 Default setup ( 初期値設定 ) 

パラメータ 工場出荷設定

Unit of measure ( 測定単位 ) g/l 

Analog output ( アナロ グ出力 ) 4 ～ 20 mA

Alarm A/B ( 警報 A/B) NO ( ノーマルオープン接点 )

Number of points ( 校正液の点数 ) 4

周波数 1[Hz] 4250

周波数 2[Hz] 2650

周波数 3[Hz] 2150

周波数 4[Hz] 1000

周波数 5[Hz] -

周波数 6[Hz] -

周波数 7[Hz] -

周波数 8[Hz] -

濃度 1 0.0

濃度 2 5.0

濃度 3 0.0

濃度 4 5.0

濃度 5 -

濃度 6 -

濃度 7 -

濃度 8 -

Conc. setpoint ( 界面濃度 ) 1.0

Signal filter ( 信号のフ ィ ルタ ) [ 秒 ] 5

Pause ( ポーズ ) [ 秒 ] 60

Cleaning ( 洗浄 ) sync. ( 同期 )

Cleaning interval ( 洗浄間隔 ) [ 分 ] 0

Cleaning period ( 洗浄時間 ) [ 秒 ] 1

Auto height zero ( 自動ゼロ調整 ) の

スケジ ュール [ 時間 ]
24

Type of sensor ( センサタ イプ ) SAM
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本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

BA 160C/33/ja/04.04(09.08)
STAR/FM+SGML 6.0J

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941
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